


試験風景
（東京会場：

青山学院大学にて）

新年の挨拶を行う
松原靖広理事長

約140人の出席者を迎えて行われた新年会

2015 年新入会員社の１社、
岩岡印刷工業

江花昭彦副理事長による乾杯

新入会員社の紹介を受けて
浅羽信行副理事長より挨拶

新年を祝して「鏡開き」。松原理事長（中央）、
浅羽副理事長（左）、江花副理事長（右）

図１　累積受験者数と累積合格者数
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図３　受験者の年代別割合
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広告制作会社系
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SP・
マーケティング会社系

24％

ディスプレイ会社系
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加工・材料会社系
1％

図２　受験者所属企業の業種割合
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ー
ガ
イ
ヤ
、
ス
テ
ッ
チ
（
入
会
順
）
の
社
名
を
ス
ラ
イ
ド

で
映
し
、
本
日
出
席
の
岩
岡
印
刷
工
業
が
登
壇
、
挨
拶
、

自
社
紹
介
を
行
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、
浅
羽
信
行
副
理
事
長
よ
り
「
冒
頭
、
松
原

理
事
長
の
ご
挨
拶
の
な
か
で
、『
創
造
』
と
『
連
携
』
と

い
う
2
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
ま
し
た
。
今
回
新
し
く
10

社
の
方
が
わ
れ
わ
れ
の
仲
間
に
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
会
員

各
社
さ
ま
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
連
携
し
、
経
済
を
回
し

て
い
く
と
い
う
パ
ワ
ー
が
、
こ
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
歓
談
に
移
り
、
改
め
て
名
刺
交
換
す
る
な
ど
、

活
発
に
情
報
交
換
す
る
姿
が
見
ら
れ
、
２
０
１
６
年
Ｊ
Ｐ

Ｍ
新
年
会
は
、
盛
況
の
う
ち
に
お
開
き
、
閉
会
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
は
１
月
18
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
、

日
本
印
刷
会
館
で
新
年
会
を
開
催
、
会
員
者
約
１
４
０
人

が
出
席
し
た
。

　

挨
拶
に
立
っ
た
松
原
靖
広
理
事
長
は
、「
い
ま
私
た
ち

の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
、
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
変
化
に
伴
っ
て
、（
私
た
ち
の
）

仕
事
の
入
り
方
が
、
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

会
員
各
社
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
専
門
力
、
提
供

サ
ー
ビ
ス
を
、
そ
の
環
境
変
化
に
合
わ
せ
、
仕
事
の
入
口

を
ど
う
持
っ
て
く
る
か
、
そ
の
た
め
に
、
新
し
く
『
仕
事

を
創
る
』
と
い
う
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
、
こ
の
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
存
在
の
意
味
、
目
的
が
あ

り
ま
す
。
協
会
会
員
各
社
の
方
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
連
携
し
、
仕
事
の
入
口
の
部
分

を
創
る
こ
と
で
、
会
員
各
社
の
皆
さ
ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡

張
に
、
協
会
と
し
て
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
鏡
開
き
」
が
行
わ
れ
、
江
花
昭
彦
副
理

事
長
よ
り
、
乾
杯
の
挨
拶
と
し
て
「
い
ま
、
も
の
を
売
る

力
が
ど
ん
ど
ん
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
力
を
合

わ
せ
て
、
今
年
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
３

年
後
の
２
０
１
９
年
は
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
創
立
50
周
年
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
に
向
か
っ
て
、
飛
躍
の
年
に
今
年
は
し
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
話
し
、「
乾
杯
！
」
が
唱
和
さ
れ
た
。

　

歓
談
の
後
、
２
０
１
５
年
（
暦
年
）
新
入
会
員
社
10
社

―
日
清
紡
ペ
ー
パ
ー
プ
ロ
ダ
ク
ツ
、
岩
岡
印
刷
工
業
、
三

浦
印
刷
、
久
栄
社
、
西
川
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
ア

ー
ト
ピ
ア
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
、
ゴ
ッ
ド
ス
ピ
ー
ド
、
テ
ィ

　

非
会
員
社
か
ら
の
受
験
は
、
全
般
的
に
は
、
個
人
と

し
て
の
申
し
込
み
に
よ
る
も
の
が
多
い
で
す
が
、
こ
こ

数
年
、
会
社
と
し
て
一
括
申
し
込
み
と
い
う
ケ
ー
ス
が

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
業
界
全
体
に
お
い
て
、「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
」
を
も
と
に
実
務
を
正
確
に
迅

速
に
す
す
め
、
得
意
先
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
、
第
11
期
と
な
る
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・

マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資
格
試
験
」
が
行
わ
れ
、
４
９
２
人

が
合
格
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
第
11
期
の
受
験
者
数
は
８
３
８
人
、
11
期
通
算

で
の
受
験
者
数
は
８
８
９
４
人
。
通
算
で
の
合
格
者
数

は
５
３
３
３
人
で
（
図
１
参
照
）、
こ
れ
だ
け
の
数
の
「
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ
タ
ー
認
証
資
格
者
」
が
誕

生
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
験
者
所
属
企
業
の
業
種
割
合
は
、
広
告
主

系
30
％
、
広
告
会
社
系
５
％
、
広
告
制
作
会
社
系
14
％
、

Ｓ
Ｐ
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
系
24
％
、
印
刷
会
社
系

23
％
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
会
社
系
３
％
、
加
工
・
材
料
会

社
系
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

　

広
告
主
系
が
、
前
回
の
24
・
８
％
か
ら
30
％
と
飛
躍

的
に
数
を
伸
ば
し
、
ま
た
広
告
制
作
会
社
系
が
前
回
の

10
・
５
％
か
ら
14
％
と
そ
の
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

受
験
者
の
年
代
別
割
合
を
見
る
と
（
図
３
参
照
）、
20

代
が
、
全
体
の
46
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
30
代
が
33
％

で
、
20
代
、
30
代
で
ほ
ぼ
80
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
男
女
別
割
合
で
は
、
男
性
70
％
、
女
性
30
％
の
比

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
験
者
の
所
属
企
業
を
、
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
の
会

員
社
・
非
会
員
社
で
分
け
れ
ば
、
会
員
会
社
24
％
・
非

会
員
会
社
76
％
の
割
合
で
、
非
会
員
社
が
７
割
以
上
を

占
め
、
年
々
、
非
会
員
社
数
の
割
合
が
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
裾
野
広
が
る

「
Ｐ
Ｍ
視
点
・
理
論
」の
実
践
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近野慎一 氏

田中 達 氏

　 

び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
、「
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
」
と
し
て
、 

　
「
売
場
に
精
通
し
て
い
る
立
場
か
ら
、
店
頭
で
の
発
見
を

行
い
、
同
じ
目
標
意
識
を
持
っ
て
、
お
客
の
（
購
入
）
ス

ト
ー
リ
ー
を
踏
ま
え
、
店
頭
へ
の
誘
導
と
売
り
場
で
確
実

に
動
機
づ
け
る
、
売
り
場
で
の
実
現
力
の
あ
る
も
の
」
を

期
待
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

　
「
先
の
第
２
回
「
Ｇ
Ｐ
Ａ
ア
ォ
ー
ド
」（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
広
告
・
ツ
ー
ル
部

門
）で
銀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
「Pioneer carrozzeria  

CY
BER  N

A
V

I

『
安
心
・
安
全
ド
ラ
イ
ブ
訴
求
ゴ
ン
ド

ラ
ツ
ー
ル
』」
を
事
例
に
、「
計
画
設
計
・
制
作
管
理
・
売

り
場
展
開
」
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は
、「carrozzeria CY

BER 
N

A
V

I

」
の
全
店
頭
実
施
施
策
（
全
店
施
策
）
と
併
用
し

た
別
軸
の
個
店
対
応
施
策
で
す
。

　

こ
の
商
品
の
特
長
は
、
目
の
前
の
風
景
を
取
り
込
み
、 

フ
ロ
ン
ト
ウ
ィ
ン
ド
ウ
に 

ナ
ビ
情
報
を
重
ね
て
表
示
で

き
る
と
い
う
も
の
で
、
個
別
施
策
と
し
て
、
売
り
場
で
は

特
別
感
を
、
商
品
を
通
し
て
新
価
値
基
軸
の
伝
達
、
オ
ー

ル
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
は
な
く
実
来
店
客
に
と
い
う
も
の
で
す
。

　

チ
ー
ム
、
広
告
主
、
流
通
の
３
社
で
連
携
し
、
企
画
～

展
開
・
実
施
ま
で
、
ゴ
ー
ル
は
「
新
価
値
機
軸
の
提
供
に

よ
る
売
り
場
活
性
化
と
拡
販 

」
で
す
。

に
ど
れ
だ
け
満
足
し
て
い
る
か
」
と
い
う
調
査
で
す
。
そ

の
項
目
は
、「
市
場
実
査
作
業
」「
市
場
環
境
分
析
と
戦
略

目
標
設
定
の
作
業
」「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
設
計
作
業
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
作
業
」「
Ｓ
Ｐ
媒
体
計

画
作
業
」「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
管
理
」「
Ｓ
Ｐ
活
動

の
効
果
検
証
」
に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま
す
。

　

全
般
的
に
、
広
告
主
が
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
「
期
待
」
し

て
い
る
こ
と
へ
の
「
満
足
度
」
は
非
常
に
低
い
で
す
が
、

な
か
で
も
、
そ
の
期
待
と
満
足
と
の
差
が
大
き
い
も
の
と

し
て
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
」「
Ｓ
Ｐ
媒
体
計
画
」「
効
果

検
証
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
広
告
主
は
何
を
期
待

し
、
何
を
不
満
と
し
て
い
る
か
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計

　
「（
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
）
売
り
場
に
精
通
し
て
い
る
立
場

か
ら
、
購
買
を
促
進
す
る
仕
掛
け
作
り
を
」「
提
案
内
容

が
、
想
定
範
囲
内
で
の
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
」。
つ
ま

り
「
新
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
案
・
活
用
を
望
ん
で

い
る
」
わ
け
で
す
。 

Ｓ
Ｐ
媒
体
計
画

　
「
店
頭
へ
の
誘
導
と
売
り
場
で
確
実
に
動
機
付
け
る
メ
デ

ィ
ア
と
ツ
ー
ル
を
」「
優
位
性
＝
お
客
様
が
求
め
る
点
を

打
ち
出
し
て
も
ら
え
る
と
有
難
い
」「
計
画
が
単
発
的
な

も
の
が
多
い
」。
つ
ま
り
、「
プ
ロ
と
し
て
の
提
案
・
意
見

を
聞
き
た
い
」
と
し
て
い
ま
す
。 

効
果
検
証

　
「
予
算
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、
効
果
検
証
は
行

う
必
要
が
あ
る
」「
第
三
者
の
眼
で
検
証
し
た
結
果
と
し

て
重
視
し
た
い
」「
提
案
し
て
く
れ
る
外
注
先
が
少
な
い
」 

と
し
て
、「
メ
ー
カ
ー
で
は
必
要
不
可
欠
。
ど
ん
な
形
で

も
い
い
の
で
、
実
行
検
証
を
望
ん
で
」
い
ま
す
。 

　

こ
の
調
査
で
、
最
も
期
待
度
が
高
い
も
の
は
、「
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
」
で
し
た
。
で
は
、
何
を
期
待
し
て
い
る
か
。

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

　
「
生
活
者
視
点
で
、
購
入
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
作
り
を
考

え
た
販
促
物
提
案
を
」「
お
客
様
の
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
を
踏
ま
え
た
独
自
性
と
訴
求
力
を
」「
当
社
を
取
り
巻

く
環
境
を
理
解
で
き
て
い
な
い
ピ
ン
ト
は
ず
れ
の
提
案
が

出
て
く
る
」。「
本
当
に
わ
か
っ
て
提
案
し
て
い
る
」
か
、

「
奇
を
て
ら
っ
た
案
よ
り
、
生
活
者
の
共
感
を
得
ら
れ
る

案
を
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
基
本
と
す
る
項
目
な
が
ら
、
そ
の
満
足
レ
ベ
ル

が
低
い
「
市
場
実
査
」
と
「
市
場
環
境
分
析
と
戦
略
目
標
」

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
場
実
査

　
「
店
頭
で
の
市
場
調
査
は
常
に
気
に
か
け
て
ほ
し
い
」 「
店

頭
で
の
調
査
か
ら
の
発
見
に
基
づ
い
て
、
期
待
以
上
の
提

案
を
」
と
し
て
、「
店
頭
で
の
調
査
か
ら
の
発
見
に
基
づ

い
て
、
期
待
以
上
の
提
案
」
を
望
ん
で
い
ま
す
。 

市
場
環
境
分
析
と
戦
略
目
標

　
「
市
場
の
事
実
に
基
づ
き
、
同
じ
目
標
意
識
を
持
っ
て
進

め
た
い
」「
既
存
展
開
と
は
違
っ
た
企
画
を
期
待
し
て
い
る
」

と
し
て
、「
そ
の
商
品
の
置
か
れ
た
立
場
を
知
り
、
冷
静
に

判
断
し
た
上
で
何
が
足
り
な
い
か
？
満
た
す
た
め
に
は
何

を
必
要
と
す
る
か
？
」
を
考
え
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
広
告
主
」
の
期
待
と
し
て
浮
か

●
計
画
設
計
１
（
売
り
場
調
査
）

　

計
画
設
計
と
し
て
、
２
つ
の
調
査
を
行
い
、
現
状
と
実

情
を
把
握
し
ま
し
た
。 

売
り
場
調
査
で
は
自
社
と
他
社

の
現
状
を
把
握
し
、「（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
）
埋
没
さ
せ
な
い
。
超

ア
テ
ン
シ
ョ
ン
の
重
要
性
」
を
確
認
し
、「
首
位
ブ
ラ
ン

ド
＝
売
り
場
面
積
確
保
」
で
現
資
産
を
活
か
し
、「
独
自

機
能
＆
新
価
値
に
よ
っ
て
売
り
場
の
活
性
化
に
寄
与
で
き

る
」
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

●
計
画
設
計
２
（
販
売
員
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ミ
ス
テ
リ
ー
シ
ョ
ッ

　

パ
ー
）

　

こ
の
調
査
で
、
売
り
方
・
買
い
方
の
実
情
を
把
握
し
、

「
一
言
で
伝
達
で
き
る
価
値
キ
ー
ワ
ー
ド
の
創
出
」「
誰
も

に
通
ず
る
根
幹
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
打
ち
出
し
」「
実
来
店

客
に
絞
っ
た
売
り
場
イ
メ
ー
ジ
の
構
築
」
と
い
う
施
策
を

固
め
ま
し
た
。

●
計
画
設
計
３

　

こ
の
２
つ
の
調
査
を
も
と
に
、
広
告
主
と
チ
ー
ム
で
「
ア

イ
デ
ア
評
価
基
準
」
を
共
有
し
、「
売
り
場
視
点
」
と
し

て
競
合
が
実
施
し
て
い
な
い
か
・
圧
倒
的
に
目
立
つ
か
、

「
商
品
視
点
」
と
し
て
既
存
商
品
に
な
い
価
値
「
安
心
・

安
全
」
を
体
現
で
き
て
い
る
か
、「
顧
客
視
点
」
と
し
て

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
ビ
ジ
ュ
ア
ル
や
コ
ピ
ー
は
合
う
か
、
と
い

う
こ
と
を
検
討
・
確
認
し
ま
し
た
。

●
計
画
設
計
４

　

以
上
の
評
価
基
準
を
も
と
に
売
り
場
コ
ン
セ
プ
ト
を 

ア
イ
デ
ア
ラ
ッ
シ
ュ
！
し
、
超
ア
テ
ン
シ
ョ
ン
を
と
る
モ

チ
ー
フ
を
「
神
社
・
交
通
祈
願
」
に
、 

一
言
で
伝
達
で
き
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
た
価
値
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
交
通
安

全
、
頼
れ
る
安
心
カ
ー
ナ
ビ
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

●
制
作
管
理 

　

次
に
「
制
作
管
理
」
で
す
。「
制
作
」「
製
造
」
の
双
方

視
点
で
突
き
詰
め
、
①
表
現
上
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
追
求
と

し
て
、
チ
ー
ム
内
で
コ
ン
セ
プ
ト
を
最
大
化
さ
せ
る
た
め

の
デ
ザ
イ
ン
・
素
材
を
追
求
し
ま
し
た
。

　

実
施
ポ
イ
ン
ト 

と
し
て
、
ま
ず
【
本
物
の
活
用
】。
鳥

　

消
費
者
の
買
い
方
が
多
様
化
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で

調
べ
、
即
注
文
と
い
っ
た
買
い
方
も
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
商
品
等
を
購
入
す
る
ま
で
の
情
報
収
集
・
商
品
確
認

な
ど
も
、
従
来
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
、
ま
だ
ま
だ
圧
倒
的
に
高
い
「
お
店
」
で
の
直
接
購
入
。

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、「
い
か
に
店
頭
（
リ
ア
ル
店
舗
）

で
効
果
を
生
ん
で
い
く
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い

く
か
」。
今
回
は
こ
の
テ
ー
マ
を
、
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
が
毎
年

11
月
か
ら
月
１
回
、
翌
年
３
月
ま
で
開
講
の
「
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紙
幅
の
関
係
で
、
各
講
義
、
ポ
イ
ン
ト
箇
所
の
み
、
掲

載
し
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ｐ
Ｍ
協
会
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
業
界
／
広
告
主
の
実
態
調
査
」
か
ら
見
え
る
特
筆
す
べ

き
調
査
結
果
に
つ
い
て
話
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
広
告
主
は
Ｓ
Ｐ
業
務
に
「
何
を
期
待
し
」「
何

居
や
神
社
か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
製
造
物
の
一
部 

（
し
め

縄
・
障
子
な
ど
）
は
本
素
材
で
設
計
。【
デ
ザ
イ
ン
の
工

夫
】
と
し
て
、
本
素
材
で
な
い
も
の
は
デ
ザ
イ
ン
・
コ
ピ

ー
で
リ
ア
ル
感
を
演
出 
。
木
肌
や
筆
文
字
や
語
呂
な
ど

デ
ィ
テ
ィ
ー
ル
を
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
化
。【
世
界
観
の
統
一
】

と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機
種
は
、
コ
ン
セ
プ
ト
を
受

け
て
、「
守
り
神
」
と
し
て
設
定
。
後
光
を
照
ら
し
視
認

性
ア
ッ
プ
を
両
立
さ
せ
ま
し
た
。 

　

②
取
り
扱
い
へ
の
配
慮
を
重
視
し
た
製
作 
と
し
て
、

店
側
・
顧
客
側
を
意
識
し
た
製
作
を
実
行
。
実
施
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
ま
ず
【
安
全
性
へ
の
配
慮
】。
鳥
居
は
合
紙

で
製
作
し
、
角
の
面
取
り
を
実
施
。
万
一
、
倒
れ
て
も
怪

我
の
な
い
よ
う
に
配
慮
。【
廃
棄
・
環
境
の
配
慮
】
と
し

て
、
基
本
設
計
は
紙
を
主
体
、
産
廃
に
な
ら
な
い
よ
う
に

設
計
。 

精
密
機
器
を
展
示
す
る
た
め
耐
久
チ
ェ
ッ
ク
を

念
入
り
に
実
施
。【
扱
い
や
す
さ
の
配
慮
】
と
し
て
、
電

材
の
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
を
、
店
舗
全
館
の
電
源
に
連
動
さ
せ
、

店
側
の
手
を
煩
わ
さ
な
い
こ
と
に
配
慮 

。

●
売
り
場
展
開 

　

確
実
な
展
開
の
た
め
の
事
前
・
事
後
ワ
ー
ク
と
し
て
、

①
実
施
店
舗
で
の
事
前
設
置
検
証
を
行
い
ま
し
た
。
懸
案

事
項
を
最
小
限
に
抑
制
し
、
確
実
設
置
を
可
能
に
す
る
仕

様
の
調
整
で
す
。
実
施
ポ
イ
ン
ト
は
、「
実
施
店
舗
に
売

り
場
設
置
候
補
を
確
認
し
、 

仕
上
り
イ
メ
ー
ジ
を
カ
ラ
ー

カ
ン
プ
（
店
頭
合
成
イ
メ
ー
ジ
）
で
確
認
」
し
、「
原
寸

カ
ン
プ
で
試
作
を
２
回
行
い
、
実
施
店
舗
で
設
置
。
構

造
、
視
認
性
、
設
置
の
容
易
さ
を
、
広
告
主
、
流
通
立
会

い
の
も
と
三
社
間
で
検
証
」
し
ま
し
た
。

　

②
施
工
実
施
に
よ
る
１
０
０
％
の
店
頭
化 

と
し
て
、

チ
ー
ム
ス
タ
ッ
フ
自
ら
設
営
を
実
行
。
流
通
・
広
告
主
の

協
力
も
借
り
て
売
り
場
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
。

●
導
入
の
結
果 

　

既
存
の
売
り
場
を
拡
張
し
、
全
店
施
策
の
什
器
も
事
前

の
計
画
ど
お
り
、
最
前
面
に
持
ち
出
す
こ
と
に
成
功
。
対

前
年
比
を
大
幅
に
上
回
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。」
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Course

「
店
頭
効
果
を
最
大
化
す
る
技
術
」講
座〈
第
１
回
目
〉

１.

店
頭
で
の
購
買
効
果
を
高
め
る
取
り
組
み

２.

シ
ョ
ッ
パ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
～
リ
ア
ル
店
舗
で
の
購
買
行
動
傾
向

第
１
部

店
頭
で
の
購
買
効
果
を
高
め
る
取
り
組
み

近
野 

慎
一 

氏

（
電
通
リ
テ
ー
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

代
表
取
締
役
社
長
）

田
中  

達 

氏

（
同
社 

店
頭
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
、

広
告
主
の
期
待
に
、応
え
ら
れ
て
い
な
い
。

近
野 

慎
一 

氏

「
計
画
設
計・制
作
管
理・売
り
場
展
開
」、

そ
の
周
到
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
見
る

田
中 

達  

氏
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2 天野 衣恵

　
「
資
生
堂
宣
伝
部
に
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
入

社
し
た
こ
と
で
、〝
資
生
堂
に
と
っ
て
の
店
頭
っ
て
何
？
〞

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
中
か
ら
芽
生
え
た
確
信…

…

」

　
物
書
き
が
、
最
初
の
一
行
を
大
事
に
す
る
よ
う
に
、

天
野
さ
ん
の
「
今
」
は
、
そ
の
入
社
時
か
ら
の
運
め
？

　「
私
の
就
活
の
年
、
資
生
堂
宣
伝
部
の
採
用
枠
は
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
一
名
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
一
名
で
し
た
。
で
も
作

品
面
接
は
空
間
の
作
品
ば
か
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
枠
で
試

験
を
受
け
、
商
品
を
包
む
か
人
を
包
む
か
の
違
い
だ
け
、

な
ど
と
面
接
で
発
言
し
、
な
ぜ
か
合
格
」

　　「
資
生
堂
宣
伝
部
は
、
優
秀
な
方
が
た
く
さ
ん
い
て
マ

ー
ケ
タ
ー
を
動
か
す
く
ら
い
の
力
を
持
っ
て
い
た
。
単

に
美
し
さ
を
踏
襲
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
田
美
波
里
さ

ん
の
日
焼
け
し
た
ポ
ス
タ
ー
、
大
切
な
商
品
を
切
っ
た

ホ
ネ
ケ
ー
キ
石
鹸
の
広
告
な
ど
、
と
て
も
挑
戦
的
で
し
た
。

そ
の
流
れ
を
脈
々
と
受
け
つ
ぐ
環
境
の
中
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
精
神
を
教
え

こ
ま
れ
た
気
が
し
ま
す
。
し
か
し…

」

　
賞
の
対
象
に
な
ら
な
い
シ
ョ
ッ
プ
デ
ザ
イ
ン
は
、
宣

伝
部
の
中
で
マ
イ
ナ
ー
な
存
在
だ
っ
た
と
語
る
が
、
天

野
さ
ん
は
、
今
日
に
つ
な
が
る
考
え
を…

…

、「
広
告
も

大
切
で
あ
る
け
れ
ど
、
お
客
さ
ま
と
の
出
会
い
の
接
点

で
あ
る
店
頭
も
、
同
じ
よ
う
に
大
事
な
は
ず
と
い
う
密

か
な
信
念
が
あ
っ
た
」
と
も
話
す
。

　「
資
生
堂
は
美
し
さ
を
通
し
て
人
々
を
幸
せ
に
し
た
い
と

考
え
、そ
の
表
現
の「
美
」は
、お
客
さ
ま
の
美
意
識
を
敬
意
、

尊
重
す
る
と
こ
ろ
に
原
点
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
店
頭

も
同
じ
。
お
客
さ
ま
か
ら
見
て
魅
力
的
な「
質
の
高
い
場
」

を
提
供
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に
資
生
堂
の
売
り
上
げ
拡
大

に
つ
な
が
る
、
と
い
う
思
い
が
強
く
な
っ
て…

…

」　

　
宣
伝
部
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
な
が
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
考
え
方
や
営
業
の
思
い
を
と
り
入
れ
な
が
ら
、

　「
い
か
に
魅
力
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
生
む
か
、
美
し
さ
を

失
っ
た
ら
資
生
堂
で
は
な
い
、
と
思
い
つ
つ
、
で
す
ね
」

と
語
る
。
そ
の
辺
が
外
部
で
は
な
く
内
制
の
強
さ
、
美

を
食
べ
て
育
っ
て
き
た
人
の
感
覚
か
。
で
、
時
代
が…

。

　「
い
ま
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
一
言
で
い
え
ば
、
お
客
さ
ま

と
資
生
堂
の
接
点
、
つ
な
ぎ
目
を
店
頭
で
カ
タ
チ
に
す

る
と
い
う
こ
と
。
そ
れ
は
、
宣
伝
部
の
中
に
い
て
は
難

し
く
、
美
意
識
と
ス
タ
ッ
フ
を
持
っ
て
、
宣
伝
部
か
ら

い
ま
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
出
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
」

　　
右
手
に
画
用
紙
、
左
手
に
電
卓
、
そ
し
て
ハ
ー
ト
に

美
意
識
を
抱
え
て
行
き
つ
い
た
先
と
は…

…
、

　「
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。
メ
ー
カ
ー
が
流
通

さ
ん
に
ブ
ラ
ン
ド
・
商
品
情
報
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

お
店
ご
と
に
お
客
さ
ま
の
デ
ー
タ
な
ど
を
分
析
し
、
そ
れ

に
適
し
た
品
揃
え
、
商
品
の
見
せ
方
、
店
舗
空
間
な
ど
を

話
し
合
う
、
店
頭
を
通
し
て
お
客
さ
ま
側
か
ら
、
商
品
価

値
を
判
断
し
適
合
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
こ
う
し

た
手
法
は
最
近
、
会
社
と
し
て
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
で
も
考
え
て
み
る
と
、
資
生
堂
は
古
く
か
ら

チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ー
ル
や
花
椿
メ
ン
バ
ー
を
大
切
に
し
て
き

て
い
ま
す
し
、
当
然
の
流
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

　
社
内
で
言
わ
れ
て
き
た
、「
物
事
は
す
べ
て
リ
ッ
チ
で

な
け
れ
ば
い
け
な
い
」、
あ
る
い
は
、「
東
京
・
銀
座
・

資
生
堂
」
な
ど
、
そ
う
し
た
背
骨
を
い
ま
一
度
、
見
直
し
、

価
値
を
強
化
す
る
と
、
お
客
さ
ま
、
小
売
店
さ
ま
、
そ

し
て
商
品
と
の
絆
が
強
ま
る
、
と
語
る
。

　
大
声
ば
か
り
の
世
の
中
で
、
美
し
い
も
の
が
強
く
あ

っ
て
欲
し
い
。
出
だ
し
の
一
行
目
か
ら
販
促
に
関
わ
っ

た
天
野
さ
ん
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な
展

開
を
み
せ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。

あまの・きぬえ
武蔵野美術大学造形学部空間演出デザイン科卒業後、
1987年、資生堂入社。現在に至る。

（資生堂ジャパン 
トレードマーケティング部
トレードマーケティング室 
店舗開発グループ
グループマネージャー)

さ
だ

髙荷 力 氏

の
関
心
の
重
心
移
動
に
着
目
す
べ
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
う
な
ら
ば
、「
買
物
欲
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
誕
生

で
す
。
そ
れ
は
、「
モ
ノ
」
視
点
で
、「
モ
ノ
が
欲
し
い
」

だ
け
を
作
る
の
で
は
な
く
、「
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
価
値

あ
る
買
い
物
体
験
」
と
い
う
視
点
を
取
り
入
れ
て
「
買
い

物
を
し
た
い
」
を
創
り
だ
す
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
す
。

　

そ
こ
で
の
「
要
諦
」
は
、
買
物
客
が
買
い
物
を
進
め
て

い
く
、「
価
値
基
準
」
を
発
見
す
る
こ
と
で
す
。

買
物
客
の
イ
ン
サ
イ
ト
に
迫
る
代
表
的
手
法 

～
お
客
様
の
行
動
観
察 

　

観
察
調
査
は
、
意
識
し
て
い
な
い
行
動
を
見
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
効
果
と
し
て
、「
日
常
的
な
行
動
を
把
握

す
る
こ
と
で
、
一
般
的
な
情
報
と
合
わ
せ
て
、
最
終
的
に

お
客
様
が
、
例
え
ば
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
い
物
に
求
め
る
期

待 

（
欲
求
、
期
待
、
解
消
し
た
い
不
便
な
ど
）
が
何
か
を

探
求
す
る
こ
と
」
が
で
き
ま
す
。 

　

観
察
調
査
は
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
す
め
ま
す
。
①
買

物
客
を
観
察
す
る
。
②
観
察
し
た
行
動
を
文
章
化
す
る
。

③
チ
ー
ム
で
結
果
を
共
有
す
る
。
事
前
課
題
で
、
ス
テ
ッ

プ
②
ま
で
進
め
て
く
だ
さ
い
。 

●
観
察
調
査
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

①
解
釈
せ
ず
、「
行
動
」
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
。 

多

様
性
や
曖
昧
さ
を
あ
る
が
ま
ま
受
け
入
れ
る
。
早
期
に
結

論
を
出
さ
な
い
。
後
の
共
有
フ
ェ
ー
ズ
で
、
解
釈
か
ら
誤

解
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

②
５
つ
の
視
点
で
、
行
動
を
捉
え
る
。【
行
動
を
み
る
】【
環

境
を
み
る
】【
反
応
を
み
る
】【
間
隔
・
タ
イ
ミ
ン
グ
を
み

る
】【
買
わ
れ
た
モ
ノ
を
み
る
】
で
す
。

③
大
き
な
傾
向
と
、
未
来
の
兆
し
と
な
る
行
動
に
注
目
。

例
え
ば
、
一
直
線
に
売
り
場
に
向
か
う
行
動
を
。
一
方
で
、

買
物
客
の
ユ
ニ
ー
ク
で
特
徴
的
な
行
動
に
も
注
目
し
て
く

だ
さ
い
。

④
チ
ー
ム
で
結
果
を
共
有
す
る
。
大
き
な
傾
向
、
数
は
少

な
い
が
未
来
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
行
動
と
、
２
つ
に
分

け
て
、
発
見
を
共
有
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
未
来
を
示
唆

す
る
行
動
」
で
、
未
来
視
点
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、「
そ
の
行
動
は
、
未
来
の
ど
ん
な
要
望
に
繋
が
り
そ

う
か
？
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

シ
ョ
ッ
パ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ 

～
行
動
観
察
か
ら
戦
略
構
築
へ
。

●
顧
客
心
理
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ 

①
洞
察
力
を
磨
く 

　

必
ず
し
も
論
理
的
で
な
い
の
が
人
間
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
行
動
と
心
理
の
把
握
が
重
要
で
す
。
行
動
を
徹
底
的

に
洞
察
し
、
市
場
の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
発
想
す
る
力
が

必
要
で
す
。
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
す
る
生
活
者
の
行

動
と
心
理
を
徹
底
し
て
捉
え
る
こ
と
が
、
未
来
の
チ
ャ
ン

ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

②
数
字
に
置
き
換
え
る 

　

例
え
ば
、
お
店
で
の
滞
在
時
間
が
長
く
な
る
と
ホ
ン
ト

に
購
買
率
が
増
え
る
の
か
？ 

例
え
ば
、
同
じ
商
品
は
、

ど
ん
な
お
店
で
も
同
じ
買
わ
れ
方
を
す
る
も
の
な
の
？

…
…
と
。 

　

売
り
場
滞
在
時
間
や
購
買
検
討
点
数
、
購
買
転
換
率
な

ど
を
実
際
に
測
っ
て
み
る
。
数
で
測
る
こ
と
で
、
仮
説
や

状
況
を
判
断
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
重
要
な
こ
と

は
、
な
ぜ
、
こ
の
結
果
に
な
っ
た
か
を
考
え
る
こ
と
。 

数
字
の
裏
に
潜
む
、
ユ
ー
ザ
ー
心
理
を
捉
え
る
こ
と
が
重

要
で
、
お
客
様
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
店
頭
に
立
っ
て
い

る
の
か
を
知
る
こ
と
が
鍵
、
だ
か
ら
で
す
。

③
体
験
価
値
に
着
目
す
る 

　

世
界
の
店
舗
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
、
自
社
店
舗
が
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
お
客
様
に
と
っ
て
の
体
験
価
値
へ
の
注
目
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

何
が
、
自
社
ら
し
い
体
験
に
つ
な
が
り
、

お
客
様
に
支
持
さ
れ
る
要
因
に
な
る
か
。 

そ
の
た
め
の
戦

略
が
、
体
験
価
値
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　

以
上
、「
戦
略
設
計
は
緻
密
に
。
お
客
さ
ん
に
仕
掛
け

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は
シ
ン
プ
ル
に
」
で
す
。」

　
「
シ
ョ
ッ
パ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、 「
シ
ョ
ッ
パ
ー

行
動
の
深
い
理
解
に
基
づ
く
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の

全
般
で
あ
り
、
シ
ョ
ッ
パ
ー
を
惹
き
つ
け
、
購
買
に
導
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

シ
ョ
ッ
パ
ー
行
動
の
深
い
理
解
と
は
…
。
行
動
の
90
％

が
無
意
識
の
領
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
潜
在

的
ニ
ー
ズ
、
そ
の
無
意
識
を
探
る
調
査
手
法
と
し
て
「
行

動
観
察
」「
認
知
心
理
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、「
買
い
物
」
と
は
、
①
い
い
モ
ノ
を
手
に

入
れ
た
い
と
い
う
「
モ
ノ
欲
」
と
、
②
い
い
買
い
物
が
し

た
い
と
い
う
「
買
物
欲
」
を
満
た
す
た
め
に
、
起
こ
る
経

済
的
行
動
の
総
称
で
す
。

　

現
在
、
生
活
者
の
心
の
中
に
あ
る
、
消
費
に
対
す
る
根

本
欲
求
は
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
買
物
客
シ
ョ

ッ
パ
ー
の
買
い
物
に
対
す
る
欲
求
の
重
心
が
移
動
し
て
き

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
ポ
イ
ン

ト
は
、「
モ
ノ
の
魅
力
」
か
ら
「
買
い
物
の
魅
力
」
へ
。

買
い
物
を
動
機
づ
け
る
魅
力
づ
く
り
、
つ
ま
り
、
生
活
者

第
２
部

シ
ョ
ッ
パ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

～
リ
ア
ル
店
舗
で
の
購
買
行
動

髙
荷 

力 

氏

（
博
報
堂
買
物
研
究
所 

上
席
研
究
員
）
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News from 

住宅街の庭の樹に一つだけ実った蜜柑。
（川崎市内）

川名常海氏による講義

里村卓也氏による講義

白井康之氏による講義

守口剛氏をコーディネーターに
パネルディスカッション

ＪＰＭ協会
2015年12月度 

新入会員社 紹介

「ビッグデータを活用した
オムニチャネル戦略に学ぶ」 

「産学交流」研究会を開催

　

日
本
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
学
会
は
、
昨
年
12
月
7
日
、

第
1
回
「
産
学
交
流
」
研
究
会
を
開
催

し
た
。

　
「
産
学
交
流
」
研
究
会
は
、
学
術
界
に

お
け
る
直
近
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
研
究

の
中
か
ら
実
務
家
向
け
の
情
報
提
供
を

行
い
、「
実
務
に
役
立
つ
研
究
」
へ
の

取
り
組
み
を
図
っ
て
い
く
場
と
し
て
、

２
０
１
５
年
度
に
新
た
な
活
動
と
し
て

計
画
し
た
も
の
。

　

第
1
回「
産
学
交
流
」研
究
会
の
テ
ー

マ
は
、「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た

オ
ム
ニ
チ
ャ
ネ
ル
戦
略
に
学
ぶ
」
～
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
ア
イ
デ
ア
づ
く
り

へ
の
示
唆
～
。

　

当
日
は
、
実
業
界
の
実
務
家
が
80

名
余
り
参
加
し
、
無
印
良
品
の
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
活
用
の
状
況
と
、学
術
界
が
そ

の
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結
果
の
報
告
が

行
わ
れ
、活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
〈
第
１
部
〉で
は
、
良
品
計
画
の
川
名

常
海
氏
か
ら
「
M
U
J
I （
D
I
G
I

T
A
L
）
M
A
R
K
E
T
I
N
G 

3.0
」
と
題
し
て
、
店
舗
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
の

並
列
販
売
、
店
舗
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
が
相
互

補
完
す
る
販
売
、
店
舗
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
融
合
し
た
販
売
の
3
段
階

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
、
M
U
J
I 

P
S
S
P
O
R
T
を
活
用
し
た
販
売

と
顧
客
デ
ー
タ
蓄
積
、
そ
の
活
用
の
例

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　
〈
第
２
部
〉で
は
、
無
印
良
品
の
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
学
術
界
の
研

究
報
告
が
行
わ
れ
、
里
村
卓
也
氏
（
慶

應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
）
か
ら
は
購

買
ト
ピ
ッ
ク
分
析
に
よ
る
研
究
結
果

の
、
白
井
康
之
氏
（
大
東
文
化
大
学
経

営
学
部
企
業
シ
ス
テ
ム
学
科
准
教
授
）

か
ら
は 

“
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
ら
し
さ
”
の
指
標

化
を
ペ
ー
ジ
ラ
ン
ク
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

等
を
活
用
し
た
分
析
に
よ
る
研
究
結

果
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
〈
第
３
部
〉で
は
、
守
口
剛
早
稲
田

大
学
商
学
学
術
院
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
３
人
の
講
師

の
発
表
に
つ
い
て
の
相
互
の
討
論
と

報
告
内
容
の
補
足
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら

に
、
出
席
し
た
実
務
家
か
ら
は
、
実
務

家
な
ら
で
は
の
視
点
で
鋭
い
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
終
了
時
間
を
超
え
白
熱
し

た
討
論
が
行
わ
れ
た
。

　

懇
親
会
に
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、

講
師
の
方
々
を
囲
ん
で
質
問
が
相
次

ぎ
、
親
し
く
交
流
が
な
さ
れ
た
。

　

出
席
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
意
義

あ
る
研
究
会
で
あ
り
、
実
務
家
の
質
疑

も
評
価
さ
れ
、
好
評
を
得
て
い
る
。

株
式
会
社　

ス
テ
ッ
チ	

営
業
品
目　
Ｐ
Ｏ
Ｐ
、
店
頭
・
店
内
サ

イ
ン
、企
画
、デ
ザ
イ
ン
、設
計
、制
作
、

施
工
。

会
社
特
色　
「
企
画
か
ら
制
作
ま
で
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

◎
会
社
代
表
社
・
会
員
代
表
者
・
連
絡

担
当
者
・
教
育
担
当
者
＝
代
表
取
締
役

大
海
英
美

住
所
／
〒
３
７
９
─
２
１
５
４
群
馬
県

前
橋
市
天
川
大
島
町
33
─

１

電
話
０
２
７
─

２
８
９
─

３
３
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
７
─

２
８
９
─
３
３
１
７
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C O N T E N T S

　SMAP（個人メンバー）の独立騒動話は、
スポーツ紙報道を皮切りにネット、週刊誌、
TV、ラジオで… NHK、一般紙でも報じられ、

「一億総国民の関心事」となり、その収拾策
としてメンバー自らが番組生出演し、沈静化
が図られました。この一連の騒動、考えてみ
れば、ファンや関係者以外には「利害関係」
を生じさせない芸能事件ですが、その都度そ
こにあったのが、“国民的な宝”という言葉。騒
いでも、いまや冒してはならない神聖な領域
にあるもの、ということでしょう。 （秀）


